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矢島　正　業績目録 
（教職リーダー講座）
１．論文
矢島　正
ひとりひとりの子が生き生きととりくむ国語の学習
―単元「作品の主題を読みとろう」の学習を中心に
―
『群馬国語』第 20集，pp.47-51，1984年 3月
矢島　正
読み取りの楽しさに気づき意欲的に学ぶ説明文の学
習―二年国語科「あきあかねの一生」―
『授業実践』創刊号，pp.25-27，1987年 1月
矢島　正
子どもが主体的な学習で人物の気持ちを読み取る力
をつけるための評価活動のあり方―二年「かさこ地
ぞう」―
『授業実践』第三号，pp.8-11，1987年 11月
矢島　正
音読力を向上させるための指導の工夫
『群馬国語』第 24集，pp.13-16，1988年 3月
矢島　正
主体的な行動決定を促す教材化の工夫―学級指導
「教室をきれいにする工夫」―
『授業実践』第五号，pp.23-26，1988年 10月
矢島　正
自らの表現を見直し，工夫させる―視写・聴写の活
動を組み込んだ指導の工夫例「つり橋わたれ」―
『実践国語研究』95号，pp.27-31，1990年 1月
矢島　正
生活科の授業をどうつくるか―三つのポイント―
『授業実践』第八号，pp.8-10，1990年 1月
矢島　正
楽しく読書する・主体的に読書する
『月刊国語教育研究』№ 214，pp.8-12，1990年 3月
矢島　正
個々の教師や学校の相違を生かした教育課程の編成
に取り組もう
『授業実践』第九号，pp.8-11，1990年 11月
矢島　正
「おもしろく」「わかりやすい」場面を子どもに任せ
よう
『教育科学　国語教育』№ 437，pp.64-67，1991年 1
月
矢島　正
れからの学校教育を考える（1）　「わたし」と「み
んな」
『視向別冊　群馬の思想・文学・教育』第 3号，
pp.2-22，2006年 1月
矢島　正
これからの学校教育を考える（2）　「わたし」を生
かす
『視向』第 45号，pp.65-84，2006年 12月
矢島　正
これからの学校教育を考える（3）　社会をつくる力
を育てる―ジョン・デューイの「教育理論」から学
ぶこと―
『視向別冊　群馬の思想・文学・教育』第 5号，
pp.5-68，2010年 12月
矢島　正
これからの学校教育を考える（4）　「公共性の教育」
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を考える―ハーバーマス「公共性の構造転換」を参
考書にして―
『視向』第 47号，pp.116-155，2011年 11月
矢島　正
これからの学校教育を考える（5）　「共生の教育」
について（その一）
『視向別冊　群馬の思想・文学・教育』第 6号，
pp.78-164，2012年 10月
矢島　正
中等教育学校における教育課程の編成―キャリア教
育を見直しの視点として―
『群馬大学教育実践研究』第 30号，pp.189-198，
2013年 3月
矢島　正
これからの学校教育を考える（6）　「共生の教育」
について（その二）
『視向』第 48号，pp.107-149，2013年 12月
新藤　慶・矢島　正・髙𣘺　望・青木美恵・柵木み
どり
教員の職務負担と解決方法―群馬県での公立学校教
員調査を通して―
『群馬大学教育実践研究』第 31号，pp.137-152，
2014年 3月
矢島　正
中学校吹奏楽部活動における外部指導者の活用につ
いての考察―中学生、保護者、顧問教師への意識調
査をもとに―
『群馬大学教育実践研究』第 31号，pp.163-172，
2014年 3月
矢島　正
これからの学校教育を考える（7）　「共生の教育」
について（その三）―〈対話〉によって生まれるも
のはなにか―
『群馬の思想・文学・教育 2014』，pp.128-155，2014
年 12月
矢島　正
大江健三郎『二百年の子ども』の教材性
『群馬大学教育学部紀要人文・社会科学編』第 64巻，
pp.173-187，2015年 2月
矢島　正・髙𣘺　望・新藤　慶・山本宏樹
初任者教員に期待される職務能力基準（試案）―小
学校 2年生・4年生の「学習指導」「学級経営」「生
徒指導」を例に―
『群馬大学教育実践研究』第 32号，pp.203-216，
2015年 3月
矢島　正
これからの学校教育を考える（8）　自らの〈両義性〉
とどう向き合うか―〈核〉問題を通じて〈公共的空
間〉について考える―
『群馬の思想・文学・教育 2015』，pp.95-119，2015
年 12月
矢島　正
コミュニケーション教育の推進に関する懸念
『群馬大学教育学部紀要人文・社会科学編』第 65巻，
pp.199-211，2016年 2月
新藤　慶・矢島　正・髙𣘺　望・柴山和宏
実習校生徒評価を通じた教職大学院教育の成果と課
題―現職院生の工業高校での実習・研究を事例とし
て―
『群馬大学教育実践研究』第 33号，pp.123-132，
2016年 3月
矢島　正・髙𣘺　望・新藤　慶・三好賢治・二宮一
浩
群馬県版校務支援標準システムの導入とその効果分
析
『群馬大学教育実践研究』第 33号，pp.199-208，
2016年 3月
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矢島　正
「言語活動の充実」と「公共性」との関係
『群馬大学教育学部紀要人文・社会科学編』第 66巻，
pp.199-209，2017年 2月
矢島　正・髙𣘺　望・新藤　慶
小学校教員の資質能力に関する教員自身の自己評価
や認識
『群馬大学教育実践研究』第 34号，pp.127-140，
2017年 3月
矢島　正
これからの学校教育を考える（9）　〈主体的に、対
話的に、深く学ぶ〉とはどういうことか―〈コトバ〉
と〈概念〉を観念的に問い直す―
『群馬の思想・文学・教育 2016』，pp.145-182，2017
年 3月
矢島　正
「自己内対話」と「市民性」との関係
『群馬大学教育学部紀要人文・社会科学編』第 67巻，
pp.199-209，2018年 1月
大須賀真理・佐藤美咲・立花彩香・宮澤侑里・柳田
智子・菅生千穂・矢島　正
中学校音楽科「木管五重奏」の教材化
『群馬大学教育実践研究』第 35号，pp.255-264，
2018年 1月
矢島　正
教職大学院実務家教員による研修支援の成果―教員
研修センター事業関係者への聞き取りをもとに―
『群馬大学教育実践研究』第 35号，pp.265-274，
2018年 1月
矢島　正
これからの学校教育を考える（10）　〈主体的に、対
話的に、深く学ぶ〉とはどういうことか―〈対話〉
的な学びの意義を問い直す―
『群馬の思想・文学・教育 2017』，pp.131-161，2018
年 3月
矢島　正
「自己内対話」と「判断力」との関係
『群馬大学教育学部紀要人文・社会科学編』第 68巻，
pp.179-190，2019年 3月
矢島　正・新藤　慶
「団体・サークル」活動の意義に関する考察―女性
吹奏楽団員への意識調査をもとに―
『群馬大学教育実践研究』第 36号，pp.-，2019年 3
月
菅生千穂・矢島　正・阿久澤由佳・大島恵依子・富
岡千春
小学校音楽科「金管アンサンブル」の教材化
『群馬大学教育実践研究』第 36号，pp.-，2019年 3
月
２．著書
本堂　寛・高橋俊三編『新版　国語実践指導全集　
第 6巻　表現の指導 1　話すことと聞くこと』
日本教育図書センター，全 285頁，1992年 4月
実践事例一〈教材名〉「絵かきゲーム」―話し方の
課題意識を高める遊び活動の工夫　pp.76-83
実践事例二〈教材名〉「かさこじぞう」―イメージ
をひろげ，読み深めに生きる音読の工夫　pp.84-91
を執筆
高橋俊三編著『音声言語指導のアイデア集成　第 1
巻　小学校低学年』
明治図書，全 197頁，日々の話し合い方指導アイデ
ア　pp.118-121を執筆
山崎保寿編集『教務主任　ミドルマネジメント研修
BOOK』
教育開発研究所，全 191頁，2014年 4月，第 2章（6）　
学校文書・諸表簿等の管理　pp.92-95を執筆
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３．その他
【研究報告書】
海峰正毅・佐々木裕也・矢島　正
学校行事『音鑑賞紹介』での学生オーケストラの活
用
『群馬大学教育学部　学部・附属共同研究報告書』，
pp.1-7，2007年 3月
【事典項目】
矢島　正，高橋俊三編『音声言語指導大事典』
明治図書，全 419頁，〔3〕課外活動　pp.296-298
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